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［要約］本研究は，国立教育政策研究所による「学校における持続可能な発展のための教育（ＥＳ

Ｄ）の研究」の中間報告書（2010）で提案されている「持続可能な社会づくり」を捉える要素

（構成概念）を簡潔に図式化した「ＥＳＤ学習指導題材アイデアシート」と，総合的な理科教育や

環境教育・ＥＳＤの理念となれるアースシステム教育（ＥＳＥ）で提案されている多面的・総合的

な「７つの理解目標」を簡潔に図式化した「ＥＳＥアイデアカード」を利用して，ＥＳＤカリキュ

ラムを作成する現職教員研修プログラムを開発，実践し，プログラムの成果と課題を検討し,その

有効性について考察した。 

 

［キーワード］ＥＳＤ，アースシステム教育，持続可能な社会づくり，多面的・総合的な見方， 

現職教員研修 

 

１．はじめに 

 わが国の提案により2002 年の国連総会で

「 持 続 可 能 な 開 発 の た め の 教 育 の 10 年

（2005-2014）」が採択された。国内では，

2006年に関係省庁連絡会議で実施計画が策

定され，2008年に中教審答申「幼稚園，小

学校，中学校，高等学校及び特別支援学校の

学習指導要領等の改善について」（1月），教

育基本法17 条に定められた「教育振興基本

計画」（7月）に，ＥＳＤの必要性が示され

ているが，ＥＳＤを普及するための教員研修

プログラムの開発が一部の地域や機関でしか

進んでおらず（例えば宮城教育大学,2007；

奈良市教育委員会,2008；気仙沼市教育委員

会,2010）ＥＳＤの教育現場での認知度は低

い。 

本研究では，教育現場にＥＳＤを普及する

ために，教員研修プログラムを開発・実践し，

そのプログラムの評価を行うことを通して，

ＥＳＤの現職教員研修プログラムのあり方に

ついて考察する。  

２．ＥＳＤ教員研修プログラム開発ための

教材の利用 

 岡本ら(2011)は，「持続可能な社会づく

り」を捉える要素（構成概念）を簡潔に図式

化した「ＥＳＤ学習指導題材アイデアシート

（以下ＥＳＤシートの略す）」を開発した。

また，五島(2009)は，総合的な理科教育や

環境教育・ＥＳＤの理念となれるアースシス

テム教育（Earth Systems Education:  Ｅ
ＳＥ）（五島,2006）で提案されている多面

的・総合的

な「７つの

理解目標」

を簡潔に図

式 化 し た

「ＥＳＥア

イデアカー

ド（以下Ｅ

ＳＥカード

と略す）」

を開発した。
（図１）  
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これらのＥ

ＳＤシート

やＥＳＥカ

ードを用い

て，学習課

題や学習内

容をＥＳＤ

の概念と関

連させ，ま

た多面的・

総合的に考

える力を育 

               成する具体

的な方法を短時間で簡潔に捉えさせ，カリキ

ュラムを開発するのに役立てる。 

 

３．教員研修プログラムの概要 

現学習指導要領の下，基礎・基本を確実に

身に付けさせ，自ら学び自ら考える力などを

育成し，確かな学力の向上を図るとともに，

心の教育に充実を図るためには，実際に指導

に当たる教員にこれまで以上の指導力が必要

とされていることから，初任者研修，教職経

験者10年研修が制度化され，平成15年度よ

り実施している。10年研修は，教職専門の

充実・向上を目指して行われるもので，本研

修は，神奈川県中教育事務所の10年研修を

利用して，実施した。 

本ＥＳＤ研修プログラムの概要は以下のよ

うである。 

研修の目的：２日間の短期の研修で，ＥＳＤ

を教育現場に広めるために，ＥＳＤカリキュ

ラムを開発する。 

対象：小学校10年研修対象者19名 

日程：２日間  

【第１日目】（７月28日） 

午前２時間（講義）：「多面的，総合的な考え

方を育成するアースシステム教育」について 

午後１時間（講義と実習）：ＥＳＥカードを

利用して自然や身の回りを多面的，総合的に

見たり考えたりする方法の説明とそれを利用

したフィールドワーク（実習） 

午後１時間（発表）：全員が，フィールドワ

ークで発見した事象を多面的，総合的な視点

から写真を使って発表し，聴講者との討論 

午後30分間（講義）：「ＥＳＤとは何か？ど

のように行うか？」と「ＥＳＤ学習指導題材

アイデアシート」の使い方の説明 

午後１時間（自己作業と相談）：ＥＳＤカリ

キュラム作成の単元の決定 

【第２日目】（８月４日）： 

１日：研修者が従来のカリキュラムをＥＳＤ

カリキュラムに修正 

午後３時～５時（発表）：開発単元の発表 

【小学校10年研修対象者19名の実態】 

ＥＳＤのカリキュラム開発に関連のある環

境教育の実態についてアンケートを行うと，

環境教育を指導している人が10名，してい

ない人が９名で，環境教育の指導は得意かど

うか訊ねると得意の人が16名と多かった。 

また，ＥＳＤについては，十分または結構

知っている人は０人であった（図３）。 

0 2 4 6 8 10 12 14

4全く知らない

3あまり知らない

2結構知っている

1十分知っている

ＥＳＤについて知っていますか（研修前）

 
（図３）  

小学校現場では，環境教育の普及率は

83％（国立教育政策研究所 ,2009a）と高い

が，ＥＳＤの普及率だけでなく知名度も低い

という実態（国立教育政策研究所,2009b）

を本研修参加者からのアンケートからも確認

できた。  
 

４．研修プログラムの評価（成果と課題） 

 (1)ＥＳＥアイデアカードとESD学習指導題

材アイデアシートの利用について 

「ＥＳＥカードは，多面的・総合的な視点

（見方・考え方）を具体的に育成するための

具体的な手段として役立ちますか」という質

 （図２）  
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問について，「非常に役立つと思う」が９名，

「けっこう役立つと思う」が10名とＥＳＥ

カードの有効性が評価された。また，「物事

を多面的に見る事が面白いと思いました。」，

「自分だけで考えてしまうと偏りが出てしま

うので色々なバランスを取るのにも有効だと

思います。」など，ＥＳＥカードはＥＳＤで

育成する能力に一つである「多面的，総合的

に考える力」を育成するためのカリキュラム

を構想する上で具体的に役立っていることが

わかる（図４ ,図５）。さらに，「カードを教

室に掲示することにより様々な場面で活用し

ていけると考えている。」や「とても良いで

す。授業（総合の立ち上げ）にも使いたいで

す。学校でも先生方に紹介する予定です。」

など今後の学習指導でも利用できる可能性を

示唆している意見もあった。  

0 2 4 6 8 10 12 14 16

4全く出来ない

3あまり出来ない

2結構出来る

１十分出来る

多面的・総合的に見たり考えたり出来ますか（研修前）

 

（図４） 

（図５） 

学習指導要領にも「多面的，総合的な見方

の育成」が述べられているが，具体的な方法

論は示されていない。このカードは，ＥＳＤ

のカリキュラム作成だけでなく，学習指導要

領の目的に適した学校の教育活動にも利用で

きる可能性を秘めていると思われる。  
わが国における「国連持続可能な開発のた

めの教育の１０年」実施計画では，ＥＳＤと

は，「地球的視野で考え，様々な課題を自ら

の課題として捉え，身近なところから取り組

み，持続可能な社会の担い手となるよう個々

人を育成し，意識と行動を変革する」ことと

されている。これは「地球規模で思考し身近

なところで活動する(Think globally and 

act locally）」な人材を育成することであ

り，ＥＳＥはその目的に対応することができ

る教育でもある。よって，ＥＳＤのカリキュ

ラムの開発においてＥＳＥアイデアカードを

利用することは，非常に有効であると推察で

きる。  
「ＥＳＤシートは使いやすかったですか。」

という質問 (図６ )について，「非常に使いや

すかった」が２名 「けっこう使いやすかっ

た」が 14 名，「あまり使い易くなかった」

が３名という結果になり，ＥＳＥカードに比

べてＥＳＤシートの活用には課題が残った。  

0 2 4 6 8 10 12

4非常に使いにくかった

3あまり使いやすくなかった

2結構使いやすかった

1非常に使いやすかった

質問3授業を作る上でアイデアカードは使いやすかったですか

 
（図６）  

「教科学習にどうＥＳＤを取り入れるか，構

想するのが楽しかった。」とうまく利用でき

た教員もいる一方で，「持続可能な社会づく

りの要素（構成概念）とＥＳＤで育成する能

力・態度が重なっているので混同しやすい点

が分りにくかったです。」とＥＳＤシートの

内容のわかりやすさに課題が残った。今後，

ＥＳＤシートをよりわかりやすくする工夫の

必要性を感じた。  
このような課題は，研修プログラムで，Ｅ

ＳＤに関する説明とそのＥＳＤシートの利用

の仕方について，30 分しか時間がとれず，

十分な説明ができなかったことが原因の一つ

と思われる。なぜなら，「多面的，総合的に

考える力」の育成するためのカリキュラム開

発に関する研修として，２時間の講義，その

後，そのＥＳＥカードを利用しての実習，そ

して，ＥＳＥカードを使った成果の発表を行

い，討論する場を作ったトータル４時間を使

用した研修内容との差が出てしまったと思わ

れる。ＥＳＥカードに関する研修では，「実
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際に行うことでイメージがわいた。」，「いつ

もの風景が違って見えました。」，「同じもの

同じ視点で見ても人によって見え方の違いを

感じ自分自身の世界が広がった」，「授業以外

でもいつも７つの視点で観察するようになっ

た。」などの感想に表れているように，参加

者にとって効果的な研修プログラムにする内

容としては，講義，実体験（実物の製作やフ

ィールドワーク），実演指導，カリキュラム

の作成などで構成する必要であること（五

島・後藤，2008）が，改めて確認できた。

ＥＳＤの視点をカリキュラムに入れる研修で

は，30 分の講義だけしか入れられなかった

ことがＥＳＤシートについて課題の原因であ

ると考察できる。  
(2)10 年研修としてＥＳＤカリキュラム開発

の妥当性について 

 ＥＳＤは，日本からＤＥＳＤを提案したに

もかかわらず，全国的にはほとんど知られて

いなく，ユネスコスクールなど一部の学校で

実践されているにすぎない。  
各教科と違い，ＥＳＤには各学年の学習内

容を明確に規定する学習指導要領がない。Ｅ

ＳＤの学習展開を構成するためには，指導す

る教員側に子どもの気づきから学習を発展さ

せる豊かな単元構成力が必要であり，学習指

導要領のないＥＳＤの学習の単元構成をする

ためには多くの経験を重ねたベテランの教員

でなければ容易にできないという難しさがあ

る（末吉，2012）。ＥＳＤ研修は，その意味

でも，基本研修の中で行うとすれば，教職専

門の充実・向上を目指して行われる 10 年研

修として行うことが，適切と思われる。  
実際，研修に参加した教員は，研修前はＥ

ＳＤについてほとんど理解していなかったが，

研修後には 19 人中 17 人が，理解できたと

回答し，また，実際に従前のカリキュラムを

ＥＳＤカリキュラムに修正することができた

（資料）。この研修で，講義を聴くだけでな

く，実際フィールドで活動し，体験的参加的

にＥＳＤについて理解できたこと，実際にＥ

ＳＤの視点をいれたカリキュラムを開発した

ことなど，実践力を身につける教員研修の方

法論（五島・後藤，2008）にそって行った

ことが，功を奏したと推察される。  

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18

4全く理解できなかった

3あまり理解できなかった

2結構理解できた

1十分理解できた

ESDについて理解できましたか

 
（図７）  

(3)参加型，相互交流型の研修について 

今回の２日間の研修では，参加型で相互交

流型の研修プログラムとするために，第１日

目の午後のフィールドワーク（約 45 分）と

フィールドワークで発見した自然の多面的，

総合的な見方の発表に１時間，その後，30
分の講義の後，開発カリキュラムの構想につ

いて，研修者同士，または研修者と講師で，

話し合いながら進めていった。一週間後の第

２回目の研修日（８月４日）までに，参加者

はＥＳＤカリキュラムの構想を練ってきて，

第２日目には，研修会場で指導主事の指導や

助言を受けながらカリキュラムを完成させて

行った。そして，第２日目の最後の２時間で，

19 名の代表がカリキュラムを発表し，その

カリキュラムについて討論して（図８），他

の意見を参考にしてよりよいカリキュラムに

改善し，完成させて提出した。  
「野外観察の発表会はよかったですか。」と

いう質問（図９）について，「非常によかっ

た」が６名，「けっこうよかった」が 13 名

という結果であった。また，「第２日目の発

表会はよかったですか。」という質問につい

て「非常によかった」が４名，「けっこうよ

かった」が 14 名，「あまりよくなかった」

が１名というアンケート結果であり，参加型，

相互交流型の研修にして参加者が主体的に関

われるよう工夫した成果として，「始めはＥ

ＳＤについて無知であったので理解するのに

時間がかかったが具体的なもので進んでいく
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につれ身近に感じられるようになった。新た

な知識が身に着いた。いろいろな方の指導案

を見られたのも大変勉強になった。」，「参加

者の実践がＥＳＤの視点を持って整理されて

いて今後カリキュラムを考える上で参考にな

った。」，「他の人の授業について話を聞くこ

とで授業づくりの視点が広がった。」，「発表

を聞くことによりＥＳＤについての理解が深

められた。」，「それぞれの方がＥＳＤ ,ＥＳＥ

の視点を入れることで内容に広がりがみられ

ていたように感じた。「そんな視点もあるの

か」と参考になった。」など参加型，相互交

流型で研修を組んだ成果が現われていること

を確認できた。  

0 2 4 6 8 10 12 14 16

4全然良くなかった

3あまり良くなかった

2結構良かった

1非常に良かった

質問 8月4日の発表会は良かったですか

 
（図８）  

0 2 4 6 8 10 12 14 16

4 全然良くなかった

3あまり良くなかった

2けっこうよかった

1非常に良かった

質問 野外観察の発表会はよかったですか

 
（図９）  

５ おわりに 

「ＥＳＤの新しい視点での授業づくりは，

あなたの授業を見直したり，変えることに役

立ちましたか。」という質問について，「非常

に役立った」が３名，「けっこう役立った」

が 14 名，「あまり役立たなかった」が２名

という結果で，「今まで考えなかったこと，

気付かなかった事に気づき教材研究が深まる

気がした。」，「教科を問わず視点が組み込み

可能で面白く授業の幅が広がった。」，「視点

を取り入れることでより自らのねらいや評価

の観点が明確になりました。」「様々な教育，

領域に応用できると思いました。」などの感

想があった。  
 今回の研修で，17 人がＥＳＤについて理

解でき、19 人全員が従前のカリキュラムを

修正し，ＥＳＤカリキュラムにバージョンア

ップすることが，２日間の研修プログラムで

比較的容易にできた。ＥＳＤの学習展開を構

成するために必要な単元構成力を育成する上

で，カードとシートの有用性が検証でき，ま

た，多くの現場経験を重ねた 10 年経験者研

修を対象に行ったこのプログラムの有効性を

検証することもできた。課題としては，研修

プログラムの時間的な制限もあるが，参加的，

相互交流的な研修方法をより多く導入するこ

とが必要で，それにより有効性の高い研修に

なると推察できる。 

0 2 4 6 8 10 12 14 16

４全然訳に経たなかった

３あまり役に立たなかった

2結構役に立った

1非常に役に立った

質問2新しい視点での授業づくりはあなたの授業を見直したり帰ることに役立ちましたか

 
（図 10） 
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